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「栃木の食材フェア」開催中!!!
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「栃木フードロス削減メニューフェア」開催

店 名：ホテルエピナール那須 NASUバイキングエルバージュ
実施日程：1/24（金）-2/28（金）

たべる健康！たっぷり野菜の薬膳健美雑炊

店 名：宇都宮東武ホテルグランデ 日本料理「簾」
実施日程：2/4（火）-2/6（木）

とちぎ霧降高原牛 焼肉御膳 ※1日5食限定

フェア参加店

当協会は、県産農産物を多く使用する地産地消推進店の３ホテルの協力を得て、フードロス
削減に焦点を当てた限定メニューを提供する「栃木フードロス削減メニューフェア」を開催し
ています。
栃木県には、全国に知られた農産物がたくさんあります。栃木県の飲食店では、その豊富な

恵みを活かし、時には余りの食材までをも美味しく食べる創意工夫のメニューが次々と考案さ
れます。
今回のメニューフェアでは、“どの県産農産物“が“どのようなメニュー”に生まれ変われ

るのかはホテルごとに異なります。各店が引き出す農産物の新たな魅力を食の可能性を再発見
する気持ちで、ぜひお楽しみください。
更に、開催期間中フェア参加店でフェアメニューを注文し、喫食後、アンケートに回答、も

しくはInstagramの公式アカウントを「フォロー」＋「フェアメニュー写真を撮って投稿」す
ると県産農産物が当たるプレゼントキャンペーンも実施しますので、たくさんのご応募をお待
ちしております。

店 名：ホテル東日本 宇都宮 中国料理「黄河」
実施日程：2/20（木）～2/24（月）

Tochigi vegetable XO醬の炒飯
Tochigi vegetable XO醬と季節野菜の炒め物

※食材の入荷状況によりメニューが変更になる場合がございます。

開催期間：1/24（金）～2/28（金）の間から3日間以上
※実施日程は飲食店ごとに異なります。

【公式ウェブサイト】

https://www.location-research.co.jp/tochigi_foodloss_fair/

各店のフェアメニュー情報が掲載されています。



当協会では、2月1(土)から2月28日(金)まで、東京都内の飲食店を舞台に「栃木ブランド食材
フェア2025」を開催しています。
本フェアは今年で６年目を迎え、首都圏の多くの飲食店とともに栃木県産食材の美味しさを引き

出すメニュー開発を行ってきました。例年参加している飲食店では人気の定番メニューができるな
ど、恒例のフェアとしてお客様にも定着しつつあります。
今回は東京都の飲食店31店舗が参加し、各店が期間限定で、県産食材をふんだんに使用したメ

ニューを提供します。
今が旬の県産「いちご」は全店舗で使用し、ブランド食材である「とちぎ和牛」「とちぎの星

（お米）」「ヤシオポーク」「プレミアムヤシオマス」「栃木しゃも」はいずれか１つ以上を用い
て、趣向を凝らしたメニュー開発を行いました。
栃木県が誇る新鮮な食材を贅沢に使用した絶品料理をお楽しみいただけますので、ぜひご賞味く

ださい。

公式ウェブサイト
https://www.location-research.co.jp/tochigi_fair/

「栃木ブランド食材フェア2025」開催

「両国レガート」
北海道産ブラータチーズと栃木県産いちご、有機栽培香トマトのマリネ添え

「l‘asperge」
栃木ブランド食材コース

「eric’S by Eric Trochon」
とちあいかとチョコレートのタルト

トマト好き、集まれ！ とちぎのトマトフェア

栃木県は日本でも有数のトマトの産地です。
当協会では、産地ならではのトマトの特徴を生かした

「とちぎのトマトフェア」を開催します。
当日は、トマト販売コーナーの設置やステージイベント、

レストランでのトマトオリジナルメニュ―の提供などを実
施します。

【フェア概要】
１．日時：2月15日(土) 11時～16時
２．会場：ベルモール
３．オリジナルメニューの提供

【日程】2月7日(金)～2月15日(土)の9日間
【店舗】店舗① イタリアン・トマト Café Jr

② 暖龍家常菜
③ 牧場アンテナショップ
④ みやのスマイルクレープ

【フェア概要】
１．開催期間 2025年2月1日（土）～2月28日（金）
２．フェアに参加する飲食店（31店舗）内「とちぎの旬彩店」９店舗



1月8日(水)～13日(月)、当協会花き部会栃木県洋蘭生産組合は、FKDショッピングプラザ宇
都宮店３階大催事場で『第53回とちぎ蘭展』を開催し、胡蝶蘭やシンビジウム・カトレア等、洋
蘭の数々を展示および即売しました。
品評会への出品は118点、特別展示品は25点、即売会へは10,000鉢以上が用意され、一足

早い春の訪れを感じる6日間となりました。
品評会の特別賞最高の栃木県知事賞には、宇都宮市の日本蘭科植物園（早川順章氏）のファレ

ノプシス（胡蝶蘭、品種名：スポットクィーン）が選ばれました。

会場風景 栃木県知事賞のファレノプシス 宇都宮市長賞のシンビジウム

1月23日(木)～31日(金)までの9日間、当協会花き部会球根切花研究会は、栃木県本庁舎1Ｆ
ロビーにオリエンタルユリ10品種、ＬＡユリ5品種の計60本を展示しました。
オリエンタルユリは大きな花と香りが特徴で主に宇都宮市で、ＬＡユリは花が少し小ぶりでオ

レンジ・黄色など鮮やかな色が特徴で那須烏山市・鹿沼市で、年間を通して栽培されています。
ユリの甘くフローラルな香りと鮮やかな色彩が、来庁者の方々を愉しませてくれたことと思い

ます。

1月29日(水)～2月2日(日)、東京池袋のサンシャインシティ文化会館２階展示ホールで『第
73回関東東海花の展覧会』が開催され、カーネーション・きく・バラ・球根切花・一般切花・
枝物・花苗・観葉植物・一般鉢物・洋らん等、1,531点が出品され、会場中が華やかな花色で包
まれました。
この展覧会は、関東東海地方の1都11県および関係6団体が主催し毎年東京で開催され、生産

者が丹精込めて育てた自信の花の数々を出品する国内最大級の花の祭典です。
初日の31日には、皇室による特別御観覧が行われました。
本県からは、当協会花き部会を中心にスプレーマム、トルコギキョウ、鉢物など105点が出品

されました。

第７３回関東東海花の展覧会の開催（関東東海12都県等主催）

県産ユリを県庁ロビーに展示

第５３回とちぎ蘭展を開催



当協会は栃木県、ＪＡ全農と

ちぎと共催し、 2月20日(木)～

22日(土)までの３日間、栃木県

庁の県議会議事堂で『栃木県花

の展覧会』を開催し、農林水産

大臣賞等の金賞は県庁本館で特

別展示します。

花き生産者自信の花が約130

点出品され、20・21日には

10時から先着100名様に当協

会花き部会生産者のスプレーマ

ムをプレゼントします。22日

は栃木県庁で開催される『花と

苺のフェスティバル』と同時開

催になり、展示花きの直接販売

も行います。

◇ ＮＨＫ総合テレビ 毎週金曜日 「とちぎ６３０」（18：30～）

1/10 シンビジウム
隅内 正俊氏（上三川町）

1/24 アレンジメント
岩本実拓さん,髙橋ここはさん

（宇都宮白楊高校）

1/31 バラ
木戸 雅人氏（足利市）

令和７年２月の県産花きの紹介は、以下のとおりです。
2/  7（金）プリムラ 芳賀地区

14（金）ハナモモ 塩谷南那須地区
21（金）アレンジメント 宇都宮短期大学附属高等学校
28（金）マーガレット 上都賀地区

1/17 クリスマスローズ
佐藤 剛氏（大田原市）

とちぎの花でスマイルアップ ｉｎ ＮＨＫ（１月分）

１月は、洋蘭の中では寒さに

強く気品のあるピンクの花で冬

の部屋を温かく彩るシンビジウ

ム、ホワイト・ピンク・レッ

ド・ピコティなど落ち着いた華

やかさで冬を演出する八重咲の

クリスマスローズ、「春の巣立

ち」をテーマに宇都宮白楊高校

の生徒がオリエンタルユリ・デ

ルフィニウムなどを使って間も

なく訪れる春を感じさせてくれ

るフラワーアレンジメント、花

の女王という形容が最もふさわ

しい純白と深紅の大輪のバラ、

４品目の花を紹介しました。

『栃木県花の展覧会』と『花と苺のフェスティバル』開催



当協会は、１月28日(火)、東武食品サービス常磐自動車道友部ＳＡ上り線 菅沼総料理長を産地に

案内し、生産者との情報交換と収穫体験の場を提供しました。

菅沼総料理長は、「産地を見ないと分からないことがある。生産者の顔が見えるのがメニュー開

発には絶対に必要です」と話されていました。

菅沼総料理長は、昨年7月に当協会と県産農産物について意見交換し、今回の産地視察につながり、

その結果、2月13日に千葉県野田市で開催される東武食品サービス(株)の賀詞交歓会では、「栃木×

茨城」をテーマに、両県の食材をたくさん使用したメニューを提供する予定です。当協会は、県産

いちごをPRします。

栃木県産農産物産地視察研修会

県産米「とちぎの星」販売店ｉｎ大阪

「とちぎの星」は、専門的な立場の有識者から産地視察や賞味会等を通し、特徴や美味しさなど

について高い評価をいただいています。

その有識者であり、五ツ星お米マイスターやオニギリアンバサダー、雑穀ソムリエとしてご活躍

の山下食糧(株)RICE MEISTER SHOP YAMASHITA山下氏の店舗では、「とちぎの星」をはじ

め複数品種のお米の販売がスタートしました。

２階のレストランは「とちぎの旬彩店」（2/1付）として登録し、関西の方々に「とちぎの星」

の美味しさを発信していただいています。山下氏は、取り引きのある飲食店へ「とちぎの星」の提

供を始めており、当協会ではその飲食店へ、「にら」と「アスパラガス」を紹介するなど、更なる

飲食店との繋がりを広げ、県産農産物の認知度向上とイメージアップを図っています。

各飲食店の様子

山下食糧(株)の様子



一般社団法人 とちぎ農産物マーケティング協会 （令和7年2月発行）
TEL: 028－616－8787 FAX: 028－616－8715

http://www.tochigipower.com/ ☞「カラダにとちぎ」で検索

とちぎブランド農産物のイメージアップと消費拡大を図るため、県産農産物の

イメージキャラクターとして、令和７年度の２４代目『とちぎフレッシュメイト』を

募集しています。

県産農産物のイメージキャラクター『とちぎフレッシュメイト』は、県内や県外で

行われるイベントなどに参加して、「とちあいか」や「とちぎ和牛」など、たくさんのと

ちぎの農産物をＰＲ・販売し、とちぎの良さや県産農産物の美味しさなどを消

費者の方々に伝える活動をしていただきます。

令和７年度「とちぎフレッシュメイト」（２４代目）募集

4日(火) スーパーコーチ派遣事業 ほ場研修 （県内）

6日(木)～7日(金) スーパーコーチ派遣事業 トマト （県内）

7日(金) 花き部会鉢物研究会表彰式・研修会 （市内）

14日(金) とちぎ未来大使委嘱式 （市内）

20日(木)～22日(土) 栃木県花の展覧会 （市内）

22日(土) 花と苺のフェスティバル （市内）

27日(木) スーパーコーチ派遣事業 ワークショップ （県内）

２月の予定

－新規とちぎの地産地消推進店－

－新規とちぎの旬彩店－

店舗名 住 所 電話番号／ＨＰ 代表者

ねこのいちご屋さん
簗瀬店

宇都宮市簗瀬1-6-16
https://www.instagram.com/ne
kono_ichigoyasan/

代表

篠原 将大

道の駅那須与一の郷
農村レストラン扇亭

大田原市南金丸1584-6
0287-23-8641
http://nasuno-yoichi.jp/

代表取締役社長

小沼 多美子

アグリパル塩原
あぐりのかふぇ

那須塩原市関谷442
0287-35-4401
http://agripal-shiobara.com/

店長

藤田 さおり

大田原チーズステーション 大田原市中田原1901 0287-53-7941
代表取締役

髙橋 雄幸

黒羽ふるさと物産センター
お食事処

大田原市黒羽向町1422-1 0287-54-3152
店長

鈴木 徳雄

店舗名 住 所 電話番号／ＨＰ 代表者

ザ・モメンタム・バイ
・ポルシェ

東京都港区東新橋1-5-2
汐留シティセンター１階

03-6280-6785
https://porsche.tokyo/

ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞｼｪﾌ

林 祐司

よりみちおでん
東京都中央区築地4-7-5
築地KYビル1F

https://yorimichi-oden.com/
料理長

砂辺 健太

山下食糧株式会社
大阪府大阪市東成区中道

1-5-29
06-6971-2560
http://www.yamakome.com

代表取締役社長

山下 治男

rice on picnic
大阪府大阪市東成区中道

1-5-29 2F
06-6971-2560
http://www.yamakome.com

代表取締役社長

山下 治男

任 期：令和７年６月１日から令和８年５月３１日までの１年間

応募資格：栃木県在住で、１８歳から２９歳までの健康で明るい方

締 切 日 ：令和７年５月７日水曜日

とちぎが大好きで、とちぎのために何かしたいと

思っている方がいたらどんどんご応募ください。

応募フォームはこちら

※応募に関する詳しいお問い合わせは、

とちぎ農産物マーケテング協会まで。
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